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ソンが生成されるハドロン衝突実験において初めて可能になった。   
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（7）タイル／ファイバー型端冠プリシャワーカウンターの開発と製作   
端冠部領域での光子の同定能力を向上させるため、プリシャワーカウンターを製作することになった。  












I2】超伝導・超コライダーでの実験のための基葎研究   
米国、SSC加速器計画で検討されていたSDC検出器中央カロリーメータに用いるために、タイル／ファ  
イバー塑カロリーメータの研究開発を行った。  
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タイルパッケージ境界部の応答（測定値）   光量のタイルの大きさに対する催  
とカロリーメータとしての応答（シミュレ  有性  
－ション）  
（2）ファイバー光伝達の研究   
単およぴ2重タラツドファイバーの光伝達の横構を、光出射角度分布を測定することで比較した。ファ  
イバー の接合（コネクターおよび熱融着）に依る光伝達への影響、ファイバーの曲げによる影響等を測定  
した結果、2重クテッドファイバーの優位性が示された。  
（3）高耐放射線性シンナレ一夕の開発   
シンナレ一夕SCSN6ユDをクラレ社と共同開発した。基材の樹脂を改善することで、従来の高性能シン  
ナレークSCSN3さに比較して、放射線耐性で約2倖倭れ、また光量で25囁程度多い惟能を有する。   










（1）電謁相互作用   
プロンプト電子をタッグし、C－クォーク、b－クオークの生成断面積と前後方非対称を測定し、標準模型  
の計算とよい一致をみた。またタウレプトンの対生成町絹極度を測定し理論の期待値との一致をみた。  
（2）クォーク・グルーオン ダイナミグス   
強結合定数α．をb一夕オークに対して測定し、α．仲）／α．（血）＝0．81＋／一0．34を得、α．が統計精度内でフ  
レーバーに依存しないことを確かわた。  
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